
群馬工業高等専門学校　2007 年度シラバス　8704620064KK/20120321

( 科目コード：8704620064KK)

【改訂】第 1 版（2008-03-31）
【科目】有機化学 II

【科目分類】専門科目　【選択・必修の別】必修　【学期・単位数】通年・2 単位
【対象学科・専攻】物質工学科・4 年次
【担当教員】

赤羽 良一

【授業目標・教育方針】
基礎有機化学、有機化学Ｉでの学習を元に、さらに、有機化合物の反応を主に官能基別に学ぶ。
各官能基の特徴的な性質を把握し、さらに、各官能基を有する化合物同士の反応による新しい官能基の生成について
も学習する。

【授業概要】
主に以下の項について、その構造と反応性について学ぶ。
１）アルコールとフェノール
２）エーテルとエポキシド
３）チオールとスルフィド
４）アルデヒドとケトン
５）カルボン酸とニトリル
６）カルボン酸誘導体と求核アシル置換反応
７）アミン

【教科書・教材・参考書 等】
マクマリー「有機化学」（上・中・下）東京化学同人。その他、参考書は授業で紹介する。適宜プリントも配布する。

【授業形式・視聴覚・機器等の活用】
講義形式で行う。コンピュータによる分子モデリングの実習（演示）も行ないたい。

【リンク】
Homepage of Ryoichi Akaba:http://www.chem.gunma-ct.ac.jp/org/akaba/index.html

【成績評価方法】
［前期］中間試験：20%，期末試験：20%，レポート：10%，その他：小テストを行い、評価はレポートと合わせて 10
% とする。
［後期］中間試験：20%，期末試験：20%，レポート：10%，その他：小テストを行い、評価はレポートと合わせて 10
% とする。

【本校の学習・教育目標】
◎ (C) 技術的課題解決のための専門分野の知識を身につける．

【JABEE 評価】
(c) 数学，自然科学および情報技術に関する知識とそれらを応用できる能力
(d) 該当する分野の専門技術に関する知識とそれらを問題解決に応用できる能力 ( 分野別要件 )
工学 ( 複合融合・新領域 ) 分野の分野別基準

(2-a) 専門工学 ( 工学 ( 融合複合・新領域 ) における専門工学の内容は申請大学が規定するものとする ) の知識と能
力

【授業計画】（授業名：有機化学 II）
回数 授業の主題 内容 レポート・宿題等

1 － 7 官能基の化学 アルコールとフェノール、エーテルとエポキシドの反
応

8 － 14 官能基の化学 チオールとスルフィド、アルデヒドとケトンの反応
15 前半のまとめ アルコールとフェノール、エーテルとエポキシドの反

応、チオールとスルフィド、アルデヒドとケトンの反
応

小テスト
（予定）15 回目では必
ずしもありません。

16 －
24

官能基の化学 カルボン酸とニトリル、カルボン酸誘導体の反応

25 － 28 官能基の化学 アミンの反応
29 －
30

官能基相互の関係を理解する。 官能基相互の関係を理解する。 小テスト
（予定）２９あるいは
３０回目では必ずしも
ありません。
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